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#19-04 

【２月１６日～２８日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成３１年３月４日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●２４日，議会選挙が行われた。投票率は４９．２２％。選挙は大きな混乱なく実施された。 

●中央選挙委員会が発表した暫定選挙結果によれば，社会党が全１０１議席中３５議席を獲得して比較第一党となる

見込み。一方で過半数を獲得する政党がなかったため，今後政党間で連立協議が行われる見通し。 

 

１．内政 

選挙直前の状況 

▼直前の世論調査結果 

・１８日，民間調査機関Association of Sociologists の世

論調査結果が発表された。 
社会党４３．４％，ＡＣＵＭ１４．１％，民主党１７．１％，シ

ョール党２．８％，共産党２．５％，我らの党２．３％ 

・１８日，民主党の委託により民間調査機関IMASが行っ

た世論調査結果が発表された。 
社会党２６％，民主党１９．４％，ＡＣＵＭ１６．８％，ショー

ル党７．５％ 
▼有効期限切れパスポートでは投票不可 
・１８日，中央選挙委員会は，在外選挙において期限切

れのパスポートでは投票することできないとの方針をあら

ためて示した。 
▼カフール地区の民主党候補撤退を表明 
・１９日，カフール地区に立候補していた民主党候補のク

レチウン氏は選挙戦からの撤退を表明，撤退の理由とし

て地域での世論調査結果を踏まえたものと説明した上で，

これによって親欧州派の候補者を利することが出来ると

した。 
▼米国大使館，渡航注意を呼びかけ 
・２０日，在モルドバ米国大使館は，モルドバ議会選挙後

に大規模デモが発生する可能性があるとして，米国民向

けに注意を促す渡航情報を発出した。 
▼ＡＣＵＭ候補，親オリガルヒ，反欧州勢力との非協力

を表明 
・２２日，ＡＣＵＭの全候補者は，民主党，社会党，ショー

ル党及びその他の親オリガルヒ，反欧州勢力とは次期議

会において一切協力することはないとの決議書に署名し

た。 
選挙結果 

▼投票率は４９．２２％ 
・２４日，モルドバ議会選挙が行われた。中央選挙委員会

によれば，投票率は４９．２２％で，１，４５３，０１３人が投

票をおこなった。１８歳～２５歳の投票率は８．５％，２６歳

～４０歳が２５．６９％，４１歳～５５歳が２５．６３％，５６歳

～７０歳が３１．７５％であった。 
▼中央選挙委員会，暫定結果を発表 
・２６日，中央選挙委員会は暫定投票結果を発表したとこ

ろ，次のとおり。 
＜比例区＞ 
社会党：３１．１５％（１８議席） 
ＡＣＵＭ：２６．８４％（１４議席） 
民主党：２３．６２％（１３議席） 
ショール党：８．３２％（５議席） 
共産党：３．７５％（０） 
我らの党：２．９５％（０） 
自由党：１．２５％（０） 
＜小選挙区＞ 
民主党：１７議席 
社会党：１７議席 
ＡＣＵＭ：１２議席 
ショール党：２議席 
無所属：３議席 
＜各党獲得議席数＞（計１０１議席） 
社会党：３５議席 
民主党：３０議席 
ＡＣＵＭ：２６議席 
ショール党：７議席 
無所属：３議席 
選挙に対する政治勢力コメント 

▼ドドン大統領 
・２５日，ドドン大統領は，憲法裁判所による選挙の有効

性の確認が終了次第，３月２６日までに議会を招集し，政

党間の連立協議の場を提供する容易がある旨述べた。

他方，連立が成立せず，首相が指名されない場合には

早期選挙の実施を求めるとした。 
▼グレチェアヌ社会党党首 
・２５日，グレチェアヌ社会党党首は，社会党は６つの選

挙区における選挙結果に同意できないとして，早期選挙

となる可能性を排除しないとした。 
▼プラホトニュク民主党党首 
・２５日，プラホトニュク民主党党首は，すぐに連立協議を

開始する旨表明した。選挙結果については，小選挙区で

１８議席という最も多くの議席を獲得できたとして満足して

いると評価した。 
▼サンドゥＰＡＳ党首 
・２５日，サンドゥＰＡＳ党首は，ＡＣＵＭは選挙で勝利し

たが，多くの選挙違反によって結果は低い水準に止まっ
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たとしつつ，選挙は自由で公正なものではなかったと評

価した。 
・２６日，サンドゥＰＡＳ党首は，トランスニストリア地区の選

挙結果を無効とするよう憲法裁判所に申し立てる予定で

ある旨述べた。また，ＡＣＵＭは民主党とも社会党とも連

立を組むつもりはない旨述べた。 
▼ボローニン共産党党首 
・２６日，ボローニン共産党党首は，選挙法の改正に始ま

り今回の選挙は多くの違反行為あり，共産党としては選

挙結果を認めないと述べた。 
選挙監視団等コメント 

▼ＯＳＣＥ／ＯＤＩＨＲ暫定コメント 
・２５日，ＯＳＣＥ／ＯＤＩＨＲは議会選挙に関する暫定コメ

ントを発表。選挙は概ね問題なく，基本的権利は尊重さ

れたとした。他方，選挙の多くの側面はプロフェッショナ

ルかつ透明性を持った形で行われたとしつつも，行政機

関のリソースの濫用，基金による選挙キャンペーンの実

施という抜け穴，メディア所有の集中に対する不十分な

対処などを含め，重要な問題に対しての取り組みは残さ

れたままとなっているとした。また，選挙当日は大きな事

故等は発生しなかったが，トランスニストリア地区での大

規模な投票者のバスでの動員や票の買い取りについて

警察が捜査を行っている旨報告した。小選挙区制と比例

代表制の併用選挙となったことと国民投票が同日に実施

されることとなったことは一部選挙民と委員会関係者に混

乱を招いたとした。 
▼欧州委員会声明 

・２５日，欧州委員会はモルドバにおける議会選挙の実

施について声明を発表し，今般の議会選挙については

モルドバにおける民主主義を評価する観点から選挙キャ

ンペーンも含めて慎重に監視してきたとし，引き続き選挙

後の展開を監視していくとした。また，法の支配及び民主

主義の尊重の原則を基にしつつ引き続きモルドバとの関

係を進めて行くとした。 
▼米国務省声明 
・２７日，米国務省はモルドバ議会選挙について声明を

発表し，モルドバ国民，中央選挙委員会，選挙での選出

者に祝意を送りつつ，選挙は基本的権利を尊重する形

で実施されたとのＯＳＣＥ／ＯＤＩＨＲの評価を歓迎すると

した。また，票の買い取りや行政機関のリソースの濫用を

含むＯＳＣＥの懸念を共有し，政府に対してそれらの申し

立てを調査するよう求めた。更に，モルドバ選挙民の意

志を尊重する新政府を一刻も早く組織し，汚職への対処，

司法改革，民主主義の下でのモルドバの発展に取り組

むことを政治家達に求めた。 
その他 

▼中央選挙委員会の情報システムがサイバー攻撃 
・２５日，安全保障・情報庁は，中央選挙委員会の情報シ

ステムが各種サイバー攻撃のターゲットとなったことを明

らかにした。 

▼国民投票 
・２５日，中央選挙委員会は，国民投票への投票率は３

９％となったとし，その有効性を確認した。約７３万人が議

員数の６１名への削減に賛成票を投じた（反対は２６万

票）。また議員の罷免を可能にすることについては７８万

人が賛成した（反対２０万）。 
２．外政 

▼ドドン大統領のミュンヘン安保会議出席 

・１５日～１６日，ドドン大統領はミュンヘン安保会議に出

席するためドイツを訪問。ドドン大統領は，「モルドバの

包括的パッケージ」と題するスピーチを行い，バランス外

交，モルドバの中立性などについて主張した。また，会

合のマージンにおいて，ブチッチ・セルビア大統領やラ

ブロフ露外相らと懇談した。 
▼アフガニスタンで拘束のモルドバ人兵士の扱いを巡

り，モルドバ外務・欧州統合省がロシアを非難 

・１８日，モルドバ外務・欧州統合省は，アフガニスタンで

人質になっていて最近解放された後モスクワに移送され

たモルドバ人パイロットに対するロシアの対応につき，欧

州評議会，国連難民高等弁務官事務所，アムネスティ・イ

ンターナショナルらに非難文書を送付した。 
▼ロシア内務省，プラホトニュク民主党党首を資金洗

浄で非難 

・２２日，ロシア内務省は，プラホトニュク民主党党首ら組

織犯罪グループが２０１３年～２０１４年にかけてロシアか

らモルディンコンバンク他を通じて５６０百万ユーロの資

金洗浄を行ったとして非難する声明を発表した。 
３．経済 

▼モルドバ・ルーマニア間のガス・パイプライン建設サ

イト開所式 

・１８日，フィリプ首相は，キシニョフで行われたヤシ・ウン

ゲニ間のガス・パイプラインの建設サイトの開所式に出席

した。ルーマニア側からはビルチャル副首相，トランスガ

ス代表らが出席した。同パイプラインの総建設費は１４１．

５百万レイ，２０２０年２月の建設終了，同年８月の運用開

始を目指す。 
▼国営鉄道，南部の軌道改修工事他の入札開始 

・２３日，モルドバ国営鉄道は，ベンデルからジュルジュ

レシティ間約２３３キロの軌道改修及びジュルジュレシテ

ィ駅の改修工事に伴う予備調査のための入札開始を発

表した。本件改修工事はＥＢＲＤ，ＥＩＢ及びＥＵ近隣諸国

投資基金の融資１００百万ユーロ有償，５百万ユーロ無償）

によって実施される予定 
▼独Fritzmeier，南部カフールに工場開設へ 

・２６日，独の Fritzmeier グループがカフールに支店を

開設したことが明らかとなった。今年８月にはカフール工

場がオープンし，トラクターなどの運転台の生産が行わ

れる予定。投資総額は２０百万ユーロ，１００人規模で新

規雇用される見込み。 
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４．対日関係 

▼平成３０年度草の根無償に関する贈与契約署名式 

・２８日，在モルドバ日本大使館は，キシニョフ市内にお

いて，平成３０年度対モルドバ草の根無償資金協力に関

する贈与契約の署名式を行った。医療及び教育関連の３

機関に対し合計約２３万米ドルの支援が行われた。昨年

１１月に署名を行った４件と合わせ，平成３０年度は計７機

関に対して総額約５０万ドルの支援が行われた。 
 

 

 

（了） 


